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健康で豊かな人生を送ることは誰もが願うことです。 
昨年作成された市民のための健康増進計画では、 

大きな目標として、健康実感度の向上と、地域活動への参加回数の増加、 
健康のために何かをしている人の増加を掲げています。 

夏の疲れが出てくる前に、健康について確認してみましょう。 

　
最
近
は
、朝
食
を
摂
ら
な
い
た
め
に

栄
養
の
偏
り
や
、無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
し
て
や
せ
す
ぎ
の
問
題
な
ど
が
生

じ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
は
、ま
ず

今
の
自
分
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
肥
満
度
が
わ
か
る
Ｂ
Ｍ

Ｉ
値
早
見
表
で
、
自
分
の
適
正
体
重

を
知
り
、適
正
体
重
に
近
づ
け
る
こ
と

か
ら
健
康
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
日
本
人
の
死
因
の
半
数
以
上
を
占

め
る
「
が
ん
」
、「
脳
卒
中
」
、「
心
臓
病
」
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
値（
肥
満
指
数
）が
25
以
上
で
、

体
脂
肪
率
も
高
い
人
は
、こ
う
し
た
３

大
疾
病
に
進
行
す
る
生
活
習
慣
病
の

発
症
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
で
は
「
や
せ
」
な
の
に
、

「
肥
満
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
10
代
か

ら
20
代
の
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
。「
や

せ
」
も
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
自

分
の
体
格
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
、
日
ご

ろ
の
食
事
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

食と運動と 
健診で 

健康づくり 

食
で
健
康
づ
く
り 

自
分
自
身
の 

体
格
を
チ
ェ
ッ
ク 

特 集 
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健
康
な
体
づ
く
り
に 

欠
か
せ
な
い
食
事 

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」 

を
作
成
し
推
進
強
化 

ー
ゆ
う
べ
の
食
事
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
ー 

食
生
活
指
針
の
内
容 

　
食
事
は
健
康
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
自
分
の
適
正
体
重
が
わ
か
っ
た
ら
、そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
食
生
活
の
改
善
を
行
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
国
は
平
成
12
年
か
ら
10
項
目
の
食
生
活

指
針
を
策
定
し
、全
国
的
な
普
及
・
啓
発

活
動
や
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
の
支

援
や
、国
民
的
運
動
の
展
開
に
努
め
て
き

ま
し
た
。 

　
日
常
の
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
る
食

生
活
に
つ
い
て
、再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

●
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

●
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、健
や
か
な

　
生
活
リ
ズ
ム
を
。 

●
主
食
、主
菜
、副
菜
を
基
本
に
、食
事
の

　
バ
ラ
ン
ス
を
。 

●
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と
。 

●
野
菜
・
果
物
、牛
乳
・
乳
製
品
、豆
類
、魚

　
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
。 

●
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
。 

●
適
正
体
重
を
知
り
、日
々
の
活
動
に
見
合

　
っ
た
食
事
量
を
。 

●
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活
か
し
、と

　
き
に
は
新
し
い
料
理
も
。 

●
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や
廃

　
棄
を
少
な
く
。 

●
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
今
年
か
ら
は
さ
ら
に
具
体
的
な
行
動
に
結
び
つ

け
る
も
の
と
し
て
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
作

成
し
、１
日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
よ

い
か
が
一
目
で
わ
か
る
食
事
の
目
安
を
イ
ラ
ス
ト
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

※このイラストの料理例を合わせると
　およそ2200kal。ほとんど1日座っ
　て仕事をしている運動習慣のない
　男性にとっての1日分の適量を示し
　ています。 

※BMI正常域の方の目安ですが、肥
　満の方や生活習慣病で治療してい
　る方は、この範囲ではありません。
　栄養士や健診の際にご相談ください。 

　
最
近
の
「
や
せ
志
向
」
の
高
ま
り
と
と

も
に
、２０
〜
３０
歳
代
の
女
性
に
低
体
重
の

人
が
増
え
て
い
ま
す
。反
面
、子
ど
も
に
は

肥
満
が
増
え
て
い
ま
す
。バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
と
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
一
人
暮
ら
し
だ
と
、朝
食
を
抜
い
た
り
、

外
食
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
頼
っ
た
り
、食
事

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
が
ち
で
す
。食
生
活
は

何
と
い
っ
て
も
健
康
づ
く
り
の
基
本
。野
菜

の
多
い
料
理
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。 

　
現
在
、３０
〜
６０
歳
代
男
性
の
約
３
割
が

肥
満
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。糖
尿
病
、脳
卒

中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
リ
ス
ク

を
高
め
る
肥
満
の
改
善
に
は
、食
生
活
と

運
動
習
慣
の
見
直
し
が
重
要
で
す
。 
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運
動
で
健
康
づ
く
り 

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
を 

ご
存
知
で
す
か
？ 

　私は、この会に昨年
からかかわっています。
数年前から一人暮らし
となり、果樹を栽培し
ていますが、83歳の今
も元気でいられるのは、
健康に生んでくれた親
のお陰と感謝します。
健康づくりは他人がし
てくれるものじゃない
ですから、一人ひとりが

まずその気になることですね。人とふれあう機会を持つこと
が生きがいにもつながります。動くことです。無尽で仲間と会
うこと、地域の行事で参加すること、こもっていてはだめですね。 

「いつまでも元気で年を重ねるために」 
という目標で検討してきた、 
櫛形地区健康を考える会の会長、 
花輪 勝彦さんにお話を伺いました。 

花輪 勝彦さん 
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健
診
を
健
康
づ
く
り
の
バ
ロ
メ
ー
タ
に 

　8年ぶりに健診を受け、昨年の健診で異常が見つ
かり、教室に参加しました。教室では参加者同士、体
重を落とす苦労話や取り組みについて情報交換など
をしました。それに今までの食事の量も何気に多か
ったことがわかりました。最近では教室で教わったこ
とのなかから自分に合
うことを見つけ、継続し
ていますが、やはり食事
と運動は一体化してい
ます。この教室に参加
し数値が良くなり、家族
や教室のスタッフの
おかげと感謝
しています。 

脱コレステロール教室に 
参加していた 
東 春次さんに伺いました。 

東 春次さん 

●
ウ
エ
ス
ト
径
の
正
し
い
測
り
方
● 

お
へ
そ
の
高
さ
で
測
り
ま
し
ょ
う
！ 

食と運動と健診で 
健康づくり 特 集 
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　北岳を含む、南アルプス山域全体を世界自然遺産に登録
しようという取り組みを、本市が中心となってはじめました。 
　この計画は、南アルプス国立公園を形成している長野・山梨・
静岡の3県10市町村と連携をとりながら推進協議会を設置し、
世界自然遺産登録に向けた問題、課題の検討や調査研究の
実施を予定しています。 
　では、この世界遺産とはどのようなものなのでしょうか。 

世
界
遺
産
に
つ
い
て
考
え
る 

　
世
界
遺
産
と
は
、地
球
の
生
成
と
人
類

の
歴
史
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、過
去
か
ら

引
き
継
が
れ
た
貴
重
な
宝
物
で
す
。
世
界

遺
産
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
に
住

む
人
び
と
が
誇
る
、文
化
財
や
自
然
環
境

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

な
か
に
は
人
類
の
残
酷
な
歴
史
を
刻
む

も
の
、ま
た
戦
争
や
自
然
災
害
、環
境
汚

染
な
ど
に
よ
り
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
国

際
協
力
を
通
じ
た
保
護
の
も
と
、国
境
を

越
え
今
日
に
生
き
る
世
界
の
す
べ
て
の
人

び
と
が
共
有
し
、次
の
世
代
に
受
け
継
い

で
い
く
べ
き
も
の
で
す
。 

人
類
共
通
の
宝
物 

　
世
界
遺
産
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
り
、

有
形
の
不
動
産
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

世
界
遺
産
の
種
類 

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
記
念
物
、建

造
物
群
、遺
跡
、文
化
的
景
観
な
ど 

【
文
化
遺
産
】 

顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
地
形
や
地
質
、

生
態
系
、景
観
、絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
植

物
の
生
息
・
生
息
地
な
ど
を
含
む
地
域 

【
自
然
遺
産
】 

文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の
価
値
を
兼

ね
備
え
て
い
る
遺
産 

（
取
材
協
力
・
財
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
） 

【
複
合
遺
産
】 

特 集 

ヤクスギ（鹿児島県・屋久島） 

エッフェル塔（フランス・パリ） 

南
ア
ル
プ
ス
山
域
を 

世
界
自
然
遺
産
に 

アンコールワット（カンボジア） 

世
界
遺
産
と
は 
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世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
は
、物
件

を
保
有
し
よ
う
と
す
る
国
が
、ま
ず
世
界

遺
産
条
約
の
締
約
国
に
な
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登
録
ま
で
の

流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、

学
術
的
・
客
観
的
に
次
の「
①
登
録
基
準
」

の
一つ
以
上
に
適
合
し
、か
つ
、「
②
完
全
性

の
条
件
」
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、審
査
に
際
し
て
は
、す
で
に
登
録

さ
れ
て
い
る
各
国
の
自
然
遺
産
等
と
の
国

際
比
較
が
行
わ
れ
ま
す
。 

世
界
自
然
遺
産
の 

登
録
基
準
等 

①
世
界
遺
産
条
約
を
締
約
す
る
。 

②
国
内
の
暫
定
リ
ス
ト
を
作
成
し
、ユ
ネ
ス

　
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
。 

③
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
物
件
の
中

　
か
ら
条
件
が
整
っ
た
も
の
を
、原
則
と
し

　
て
１
年
に
つ
き
各
国
１
物
件（
世
界
遺
産

　
を
一
つ
も
持
た
な
い
国
を
除
く
）を
ユ
ネ
ス

　
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
推
薦
す
る
。 

　
過
去
の
生
命
や
歴
史
や
地
球
の
歴
史
の

証
拠
と
な
る
よ
う
な
、重
要
な
地
形
等
が

よ
く
顕
れ
て
い
る
地
域 

地
球
規
模
で
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
・
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
が
世
界
遺
産
に
な
る 

①
登
録
基
準 

（
Ⅰ
）地
形
・
地
質 

○
重
要
な
関
連
す
る
自
然
要
素
の
全
て
、

　
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
を
含
む
こ
と（
Ⅰ
） 

○
十
分
な
規
模
と
必
要
な
要
素
を
含
む
こ

　
と（
Ⅱ
） 

○
際
立
っ
て
優
れ
た
美
的
価
値
を
持
ち
、美

　
的
価
値
の
長
期
的
維
持
に
必
要
不
可
欠

　
な
地
域
を
含
む
こ
と（
Ⅲ
） 

○
属
す
る
生
物
地
理
区
分
及
び
生
態
系
に

　
お
け
る
最
も
多
様
性
に
富
ん
だ
動
植
物

　
相
の
特
徴
を
維
持
す
る
た
め
の
生
息
地

　
を
含
む
こ
と（
Ⅳ
） 

○
管
理
計
画
が
必
要（
各
登
録
基
準
共
通
） 

○
法
律
、規
則
、制
度
に
よ
る
長
期
的
で
適

　
切
な
保
護
が
必
要（
各
登
録
基
準
共
通
） 

○
生
物
多
様
性
の
保
全
に
お
い
て
最
も
重
要

　
な
地
域
で
あ
る
こ
と（
各
登
録
基
準
共
通
） 

②
完
全
性
の
条
件
概
要 

　
現
在
も
進
行
中
の
生
物
の
進
化
や
生
物

群
集
の
見
本
と
な
る
よ
う
な
、き
わ
め
て
特

徴
あ
る
生
態
系
を
有
す
る
地
域 

（
Ⅱ
）生
態
系 

　
ひ
と
き
わ
優
れ
た
自
然
美
を
も
っ
た
自

然
現
象
や
景
観
を
有
す
る
地
域 

（
Ⅲ
）自
然
景
観 

　
絶
滅
危
惧
種
の
生
息
地
や
生
物
多
様
性

の
保
全
上
も
っ
と
も
重
要
な
生
物
が
生
息
・

生
育
す
る
地
域 

（
Ⅳ
）生
物
多
様
性 

①
各
国
政
府
か
ら
の
推
薦
書
を
受
理
す
る 

②
推
薦
さ
れ
た
物
件
に
関
し
て
、文
化
遺
産

　
に
つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ（
国
際
記
念
物
遺

　
跡
会
議
）、自
然
遺
産
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｕ
Ｃ

　
Ｎ（
国
際
自
然
保
護
連
合
）の
専
門
機
関

　
に
、現
地
調
査
の
実
施
を
依
頼
す
る
。 

ユ
ネ
ス
コ
世
界
セ
ン
タ
ー
受
理 

①
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
専
門
家
が

　
現
地
調
査
を
実
施
し
、当
該
地
の
価
値

　
や
保
護
・
保
存
状
態
、今
後
の
保
存
・
保

　
存
管
理
計
画
な
ど
に
つ
い
て
評
価
報
告

　
書
を
作
成
す
る
。 

②
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
報
告
書

　
を
提
出
す
る
。 

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と 

　
　
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
よ
る
調
査 

①
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
報
告
に
基

　
づ
き
、世
界
遺
産
リ
ス
ト
へ
の
登
録
の
可

　
否
を
決
定
す
る
。 

世
界
遺
産
委
員
会
の
決
定 

について 考える 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

各
国
政
府
が
申
請 

世
界
遺
産
登
録
ま
で 

の
プ
ロ
セ
ス 

タプローム寺院（カンボジア） 

イワトビペンギン（オーストラリア、マッコリー） 

ローマ水道橋（スペイン、セゴビア） 
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白
神
山
地 

﹇
青
森
県
、秋
田
県
・
平
成
５
年
12
月
登
録
﹈ 

　
青
森
県
と
秋
田
県
に
ま
た
が
る
「
白
神
山
地
」
、世

界
最
大
規
模
の
ブ
ナ
林
が
広
い
地
域
に
ほ
ぼ
原
生
の
ま

ま
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。 

屋
久
島 

﹇
鹿
児
島
県
・
平
成
５
年
12
月
登
録
﹈ 

　
鹿
児
島
県
南
部
に
位
置
す
る
「
屋
久
島
」
、亜
熱
帯

植
物
か
ら
亜
寒
帯
植
物
ま
で
の
植
物
が
平
地
か
ら
山

頂
へ
と
連
続
的
に
分
布
す
る
植
生（
垂
直
分
布
）が
見

ら
れ
る
こ
と
、樹
齢
１
０
０
０
年
以
上
の
杉
が
美
し
い

景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。 

知
床 

﹇
北
海
道
・
平
成
17
年
７
月
登
録
﹈ 

　
北
海
道
東
北
部
に
位
置
す
る
「
知
床
」
、季
節
海
氷

に
よ
り
海
洋
生
態
系
と
陸
上
生
態
系
が
相
互
に
関
係

し
合
い
特
異
な
複
合
生
態
系
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
、

動
植
物
と
も
北
方
系
と
南
方
系
の
両
種
が
混
在
す
る

多
様
な
生
物
相
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。 

日
本
に
あ
る
世
界
遺
産 

自
然
遺
産 

法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物 

﹇
奈
良
県
・
平
成
５
年
12
月
登
録
﹈ 

法
隆
寺
、法
起
寺 

　
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
に
あ
る
「
法
隆
寺
地
域
の

仏
教
建
造
物
」
、大
陸
の
仏
教
建
造
物
を
寺
院
建
築
に

取
り
入
れ
た
世
界
最
古
の
木
造
建
築
群
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
後
の
建
築
様
式
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。 

姫
路
城 

﹇
兵
庫
県
・
平
成
５
年
12
月
登
録
﹈ 

　
兵
庫
県
姫
路
市
に
あ
る
「
姫
路
城
」
、設
計
技
術
と

装
飾
美
の
両
面
に
お
い
て
木
造
建
築
の
最
高
峰
に
位

置
付
け
ら
れ
る
優
れ
た
建
築
物
で
あ
る
こ
と
、機
能
的

な
防
衛
設
備
を
も
つ
16
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
城

郭
建
築
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。 

　
京
都
府
京
都
市
、宇
治
市
、滋
賀
県
大
津
市
に
点
在

す
る
「
古
都
京
都
の
文
化
財
」
、木
造
建
築
で
あ
り
な

が
ら
１
２
０
０
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
遺
さ
れ
て
い
る

こ
と
、平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
各
時
代
の
建

築
様
式
、庭
園
様
式
、文
化
的
背
景
を
伝
え
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。 

白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落

﹇
岐
阜
県
、富
山
県
・
平
成
７
年
12
月
登
録
﹈ 

　
岐
阜
県
と
富
山
県
に
ま
た
が
る
「
白
川
郷
・
五
箇
山

の
合
掌
造
り
集
落
」
、合
掌
造
り
家
屋
が
険
し
い
山
間

部
の
豪
雪
に
耐
え
養
蚕
に
利
用
す
る
た
め
に
工
夫
さ

れ
た
独
特
な
特
徴
を
も
つ
建
築
物
で
あ
る
こ
と
、そ
の

集
落
の
自
然
景
観
が
見
事
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。 

原
爆
ド
ー
ム 

﹇
広
島
県
・
平
成
８
年
12
月
登
録
﹈ 

　
広
島
県
広
島
市
に
あ
る
広
島
平
和
記
念
碑（
原
爆

ド
ー
ム
）、人
類
に
と
っ
て
は
負
の
遺
産
で
す
が
後
世
に

引
き
継
ぐ
べ
き
「
歴
史
の
生
き
証
人
」
と
し
て
の
価
値

が
評
価
さ
れ
た
。 

厳
島
神
社 

﹇
広
島
県
・
平
成
８
年
12
月
登
録
﹈ 

　
広
島
県
廿
日
市
市
宮
島
町
に
あ
る
「
厳
島
神
社
」
、

海
上
に
建
ち
並
ぶ
建
造
物
群
と
背
後
の
弥
山
原
始
林

と
が
一
体
と
な
っ
た
独
創
的
な
神
社
建
築
で
あ
る
こ
と
、

建
造
物
の
多
く
が
平
安
時
代
の
寝
殿
造
り
の
特
徴
を

も
つ
建
築
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。 

古
都
奈
良
の
文
化
財 

﹇
奈
良
県
・
平
成
10
年
12
月
登
録
﹈ 

東
大
寺
、興
福
寺
、春
日
大
社
、春
日
山
原

始
林
、元
興
寺
、薬
師
寺
、唐
招
提
寺
、平
城

京
跡 

　
奈
良
県
奈
良
市
に
点
在
す
る
「
古
都
奈
良
の
文
化

財
」
、８
世
紀
の
中
国
、朝
鮮
半
島
と
の
文
化
的
交
流

を
示
す
建
造
物
や
芸
術
品
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る

古
都
京
都
の
文
化
財 

﹇
京
都
府
、滋
賀
県
・
平
成
６
年
12
月
登
録
﹈ 

賀
茂
別
雷
神
社（
上
賀
茂
神
社
）、賀
茂
御

祖
神
社（
下
賀
茂
神
社
）、教
王
護
国
寺（
東

寺
）、清
水
寺
、延
暦
寺
、醍
醐
寺
、仁
和
寺
、

平
等
院
、宇
治
上
神
社
、高
山
寺
、西
芳
寺
、

天
龍
寺
、鹿
苑
寺（
金
閣
寺
）、慈
照
寺（
銀

閣
寺
）、龍
安
寺
、本
願
寺
、二
条
城 

文
化
遺
産 
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古
都
鎌
倉
の
寺
院
・
神
社
ほ
か 

﹇
神
奈
川
県
、平
成
４
年
﹈ 

彦
根
城
　
　
　
　﹇
滋
賀
県
、平
成
４
年
﹈ 

平
泉
の
文
化
遺
産﹇
岩
手
県
、平
成
13
年
﹈  

石
見
銀
山
遺
跡
　﹇
島
根
県
、平
成
13
年
﹈ 

※
な
お
、今
後
「
小
笠
原
諸
島
」（
東
京
都
）が
暫

　
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

日
本
の
暫
定
リ
ス
ト 

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
１７
年
度
末
現
在
） 

こ
と
、日
本
国
家
の
基
礎
が
整
っ
た
平
城
京
の
都
市
の

様
子
を
伝
え
る
遺
産
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。 

日
光
の
社
寺 

﹇
栃
木
県
・
平
成
11
年
12
月
登
録
﹈ 

二
荒
山
神
社
、東
照
宮
、輪
王
寺 

　
栃
木
県
日
光
市
に
あ
る
「
日
光
の
社
寺
」
、江
戸
時

代
初
期
か
ら
中
期
に
建
て
ら
れ
建
築
物
群
が
日
本
近

世
の
建
築
様
式
を
代
表
す
る
こ
と
、自
然
環
境
と
建

造
物
が
一
体
と
な
っ
た
宗
教
空
間
が
古
来
の
神
道
思
想

を
顕
著
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。 

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道 

﹇
三
重
県
、奈
良
県
、和
歌
山
県
・
平
成
16
年
７
月
登
録
﹈ 

【
吉
野
・
大
峯
】
吉
野
山
、吉
野
水
分
神
社
、金
峯

　
神
社
、金
峯
山
寺
、吉
水
神
社
、大
峰
山
寺 

【
熊
野
三
山
】熊
野
本
宮
大
社
、熊
野
速
玉
大
社
、

　
熊
野
那
智
大
社
、青
岸
渡
寺
、那
智
大
滝
、那

　
智
原
始
林
、補
陀
洛
山
寺 

【
高
野
山
】
丹
生
都
比
売
神
社
、金
剛
峯
寺
、慈

　
尊
院
、丹
生
官
省
符
神
社 

【
参
詣
道
】
大
峰
奥
駈
道（
玉
置
神
社
を
含
む
）、

　
熊
野
参
詣
道
〈
中
辺
路（
熊
野
川
を
含
む
）・

　
小
辺
路
・
大
辺
路
・
伊
勢
路（
七
里
御
浜
、花

　
の
窟
を
含
む
）〉高
野
山
町
石
道 

　
和
歌
山
県
、奈
良
県
、三
重
県
に
ま
た
が
る
「
紀
伊

山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
、自
然
崇
拝
に
根
ざ
し
た
日

本
古
来
の
神
道
と
百
済
よ
り
伝
来
し
た
仏
教
が
結
び

つ
い
た
神
仏
習
合
思
想
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
、

神
社
や
寺
院
な
ど
の
建
造
物
が
自
然
環
境
と
一
体
と
な

っ
て
文
化
的
景
観
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
。 

琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び 

関
連
遺
跡
群 

﹇
沖
縄
県
・
平
成
12
年
12
月
登
録
﹈ 

今
帰
仁
城
跡
、座
喜
味
城
跡
、勝
連
城
跡
、

中
城
城
跡
、首
里
城
跡
、園
比
屋
武
御
嶽
石

門
、玉
陵
、識
名
園
、斎
場
御
嶽 

　
沖
縄
県
に
点
在
す
る
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関

連
遺
跡
群
」
、東
南
ア
ジ
ア
、中
国
、朝
鮮
半
島
、日
本

と
経
済
的
政
治
的
交
流
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
建

造
物
群
で
あ
る
こ
と
、失
わ
れ
た
琉
球
王
国
の
遺
跡
と

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
文
化
的
伝
統
を
今
に
伝
え
る
遺
産
で

あ
る
こ
と
、自
然
崇
拝
、祖
先
崇
拝
と
い
う
沖
縄
伝
統

の
信
仰
形
態
を
今
日
ま
で
伝
え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評

価
さ
れ
た
。 

　
白
峰
山
地
、赤
石
山
地
が
主
に
中
世
代
の
堆

積
岩
か
ら
な
る
一
方
、鳳
凰
山
地
は
花
崗
岩
で

で
き
て
い
ま
す
。
隆
起
に
よ
る
山
脈
の
成
立
は
、

岩
石
の
古
さ
に
比
べ
て
新
し
く
こ
こ
１
０
０
万

年
位
に
わ
た
る
急
激
な
上
昇
に
よ
る
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
地
形
的
に
は
、仙
丈
ヶ
岳
、荒
川
東
岳
な
ど

の
氷
河
地
形
の
カ
ー
ル
が
存
在
し
て
お
り
、周

氷
河
作
用
に
よ
る
構
造
土
が
見
ら
れ
ま
す
。 

地
　
質 

　
哺
乳
類
で
は
、ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ（
国
特
別
天

然
記
念
物
）、ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、ホ
ン
シ
ュ
ウ
ジ
カ

な
ど
の
大
型
獣
を
は
じ
め
、ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
、ホ

ン
ド
キ
ツ
ネ
、ア
ナ
グ
マ
な
ど
の
中
型
獣
、さ
ら

に
小
型
哺
乳
類
ヤ
マ
ネ
（
国
天
然
記
念
物
）
、

な
ど
30
種
類
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
鳥
類
で
は
、世
界
の
南
限
で
あ
る
ラ
イ
チ
ョ

ウ
（
国
特
別
天
然
記
念
物
・
絶
滅
危
惧
種
）
、

食
物
連
鎖
の
頂
点
に
立
つ
イ
ヌ
ワ
シ（
国
の
特

別
天
然
記
念
物
・
絶
滅
危
惧
種
）
を
は
じ
め
、

ク
マ
タ
カ（
絶
滅
危
惧
種
）
、オ
オ
タ
カ（
絶
滅

危
応
種
）
な
ど
の
希
少
猛
禽
類
が
生
息
す
る

な
ど
、
連
綿
と
し
た
生
態
系
を
維
持
す
る
自

然
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。 

動
物
相 

　
南
ア
ル
プ
ス
山
系
は
、「
高
山
植
物
の
宝
庫
」

と
呼
ば
れ
、
豊
富
な
種
類
の
高
山
植
物
が
自

生
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
、北
岳
に
は
、キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の
ほ
か
、

キ
タ
ダ
ケ
ヨ
モ
ギ
、キ
タ
ダ
ケ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、キ

タ
ダ
ケ
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
世
界
中
に
こ
こ
だ
け

に
し
か
な
い
い
く
つ
か
の
固
有
種
が
あ
り
ま
す
。 

植
物
相 

● ● ● 

　
南
ア
ル
プ
ス
は
、日
本
第
２
位
の
北
岳（
３

１
９
３
ｍ
）を
主
峰
と
す
る
３
０
０
０
ｍ
級

の
山
々
が
13
座
有
し
て
い
る
我
が
国
を
代

表
す
る
山
岳
地
域
で
「
緑
の
山
岳
」
と
称

さ
れ
る
ほ
ど
森
林
資
源
が
豊
富
で
す
。
そ

の
山
域
は
山
梨
県（
南
ア
ル
プ
ス
市
・
韮
崎

市
・
北
杜
市
・
早
川
町
）静
岡
県（
静
岡
市
・

川
根
本
町
）長
野
県（
飯
田
市
・
伊
那
市
・

富
士
見
町
・
大
鹿
村
）の
３
県（
６
市
３
町

１
村
）に
及
ん
で
い
ま
す
。 

　
昭
和
39
年
６
月
、南
ア
ル
プ
ス
は
国
立

公
園
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
指
定
面

積
は
、３
５
、７
５
２
ha
で
、東
西
約
15 
km
、

南
北
約
15 
km
で
、北
は
鋸
岳
か
ら
南
は
光

岳
ま
で
の
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

南
ア
ル
プ
ス
の
概
況 

について 考える 
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市
は
、８
月
７
日
付
け
で
、組
織
機

構
の
一
部
見
直
し
を
行
い
、企
画
部
内

に
産
業
立
地
推
進
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
同
室
に
は
、市
内
へ
の
企
業
誘
致

に
向
け
た
用
地
取
得
を
行
う
用
地
庶

務
担
当
と
造
成
工
事
に
係
る
事
務
を

行
う
工
事
担
当
を
置
き
、室
長
は
企
画

部
長
が
兼
任
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
企
業
誘
致
は
、パ
イ
オ
ニ
ア
株
式
会

社
の
傘
下
に
あ
る
パ
イ
オ
ニ
ア
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社
が
、プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
新
工
場
建
設
に

伴
う
も
の
で
す
。
市
と
し
て
も
、固
定
資
産

税
や
事
業
税
等
の
増
収
が
見
込
め
る
ほ
か
、

新
た
に
市
民
に
対
す
る
雇
用
創
出
に
期
待

し
て
い
ま
す
。 

　
建
設
用
地
は
、八
田
御
勅
使
南
工
業
団
地

の
一
画
と
隣
接
す
る
農
地
の
約
10 
ha
で
、年
内

に
用
地
買
収
を
済
ま
せ
、来
年
か
ら
造
成
工

事
を
行
う
計
画
で
す
。 

　
学
校
が
夏
休
み
に
入
っ
た
８
月
、白
根
源

小
学
校（
起
工
式
は
８
月
18
日
）と
豊
小
学

校（
起
工
式
は
８
月
10
日
）の
屋
内
運
動
場
の

建
設
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。両
校
の
体

育
館
は
、い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
み
、耐
震
強

度
も
基
準
値
よ
り
低
か
っ
た
た
め
、建
て
替
え

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
両
校
と
も
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
で
、ア
リ

ー
ナ
の
ほ
か
に
放
送
室
や
控
え
室
な
ど
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、主
な
特
徴
と
し
て
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

て
、ゆ
と
り
の
あ
る
ト
イ
レ
と
車
椅
子
の
ま
ま

で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
れ
る
よ
う
に
、リ
フ
ト
を

設
置
す
る
な
ど
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
予
定
も
、同
じ
来
年
２
月
末
ま
で
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

野
牛
島
地
内
に

パ
イ
オ
ニ
ア
の
新
工
場
を

建
設
予
定

企
業
誘
致
を
計
画
し
て
い
る
周
辺
地
域 

（
野
牛
島
地
内
） 

中部横断自動車 

八田御勅使南工業団地の一画（手前） 

NEWS

白根源小と豊小の
屋内運動場建設工事がはじまる

白根源小学校屋内運動場完成予想図 豊小学校屋内運動場完成予想図 

玉
串
奉
奠
を
す
る
豊
小
学
校
の 

秋
山
建
樹 

児
童
会
長 

ほ
う
て
ん 
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櫛
形
地
区
下
市
之
瀬
に
伝
わ
る「
下
市
之

瀬
の
獅
子
舞
」が
、新
た
に
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
獅
子
舞
は
江
戸
中
期
の
享
保
年
間
に

始
ま
っ
た
も
の
と
伝
わ
り
、現
在
で
も
小
正
月

の
道
祖
神
祭
で
舞
わ
れ
る
な
ど
精
力
的
な
継

承
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
下
市
之
瀬
区
民
全
員
が
獅
子
舞
保
存
会
員

と
な
り
、中
心
と
な
る
舞
手
な
ど
の
芸
能
部
も

20
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま
で
と
広
い
世
代
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
山
梨
県
文
化
財
保
護
審
議
会
に
よ
り
数
年

間
か
け
て
調
査
・
検
討
が
行
わ
れ
、平
成
18
年

4
月
27
日
に
山
梨
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
獅
子
舞
以
外
の
獅
子
狂
言
を
高
い
レ
ベ
ル
で

保
持
し
、県
内
唯
一
と
み
ら
れ
る「
三
番
叟
」を

演
じ
て
い
る
点
や
、広
い
世
代
に
お
い
て
活
発
に

継
承
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
点
、さ
ら
に
数
々

の
古
文
書
・
資
料
が
残
り
、獅
子
舞
継
承
の
背

景
や
経
緯
が
明
確
で
あ
る
点
が
特
に
評
価
さ

れ
ま
し
た
。 

「下市之瀬の獅子舞」が
県無形民俗文化財に

指定されました

　「
南
ア
ル
プ
ス
市
緑
の
基
本
計
画
」の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、計
画
づ
く
り
の
た
め
に
３
つ
の

組
織
を
設
置
し
て
い
ま
す
。１
つ
目
は
計
画
づ

く
り
に
お
け
る
市
民
組
織
で
あ
る「
市
民
懇

談
会
」、２
つ
目
は
市
役
所
内
部
で
の
検
討
組

織
で
あ
る「
庁
内
検
討
会
」、そ
し
て
３
つ
目
は

計
画
策
定
の
総
合
組
織
で
あ
る「
策
定
検
討

会
」で
す
。 

　
市
民
懇
談
会
で
は
市
民
の
立
場
に
よ
る
提

案
の
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。（
広
報
４
月

号
や
７
月
号
で
紹
介
）、並
行
し
て「
庁
内
検

討
会
」で
は
行
政
の
立
場
と
し
て
の
課
題
や
計

画
内
容
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。「
策
定
検
討

会
」で
は
、こ
の
市
民
懇
談
会
か
ら
の
提
案
と
、

庁
内
検
討
会
で
の
検
討
結
果
を
総
合
的
に
審

議
・
調
整
し
、計
画
の
原
案
を
作
成
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
18
年
７
月
７
日
に「
第
１
回
策
定
検

討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
策
定
検
討
会
は
、学
識
経
験
者
、市
議
会

代
表
、各
種
団
体
代
表
、地
域
代
表
、市
民
懇

談
会
代
表
、関
係
行
政
機
関
職
員
、市
職
員

の
計
21
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
、各
メ
ン
バ
ー
に

市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、策
定
検
討

会
が
発
足
し
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、策
定
検
討
会
の
会
長
と
し
て
山

梨
大
学
大
山
助
教
授
、副
会
長
と
し
て
商
工

会
長
小
林
寛
樹
氏
の
両
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
引
き
続
き
緑
の
基
本
計
画
や
計
画
策

定
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
を
事

務
局
よ
り
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
、策
定
検
討
会
で
は
計
画
内
容
を
総

合
的
に
審
議
・
調
整
し
、計
画
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。 

〉〉
南
ア
ル
プ
ス
市
緑
の
基
本
計
画

計
画
策
定
の
体
制 

第
１
回
策
定
検
討
会
を
開
催 

お問合せ 

第
１
回
策
定
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

南アルプス市 
緑の基本計画 
の策定 

策定 
検討会 

庁内 
検討会 

市民 
懇談会 

都市整備課　1（282）6394

昭和初期から受け継がれる引幕。江戸時代に「若者衆」により始
められ、明治時代には「青年永盟社」となり、その後「獅子舞保存
会」へと移り変わる。 
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MY Town
Topics

　全国から選抜された中学校男女48チームが、山梨学院ホッ
ケースタジアムと白根高等学校第２グラウンドに集結し、熱戦を
繰り広げました。山梨からは、御勅使中学校と巨摩中学校の各
男女4チームが、関東大会を勝ち抜き今大会に出場しました。 

　櫛形山アヤメ平でアヤメ祭りが開催されました。
見晴らし平から約120人の参加者は険しい登山道
を登り、休日の一日を櫛形山に残された原始の森
で過ごしました。アヤメ平では櫛形山の自然につ
いての講話が行われた他、臨時郵便局が開設され、
参加者は設置されたポストに手紙を投函しました。 
　なお、今年は期待されていたアヤメの群生は、天
候不順と鹿の食害の影響によりほとんど見ること
ができず、登山者や関係者たちからタメ息がもれ
ていました。 

　小笠原出身の浮世絵画家、名取春仙の生誕
120年を記念して「春仙　夏の夕べ」が行われ
ました。当日は美術館を無料開放し、浴衣姿の
職員や美術館協力会のメンバーが版画摺り体
験コーナーや館内を案内していました。 
　また、中庭では長清太鼓の演奏や南アルプス
よさこい連「響」の踊りに、多くの観客から拍手
が湧き上がりました。 
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　今年のイカダ下りの参加チームは、一般、少年の
部をあわせて28艘で、昨年よりも多くの手作りイカ
ダが出場しました。一番多かった製作テーマは、な
んといっても6月に行われたサッカーのワールドカッ
プにちなんだもので、なかにはゴールポストをイカ
ダに乗せ、川岸の観客に実際にシュートを放っても
らうなど、会場を賑わしていました。 
　また、魚のつかみどり大会や、歌謡ショーなども行
われ、お盆の帰省客もイベントを楽しんでいました。 

　(財)南アルプス市体育協会主催のスイミングフェスティバルが櫛形
コミュニティプールで行われました。イベントには、市内の子どもたち
約200人が参加し、水泳記録会や人力ボートレース、浮島リレーなど
の競技を楽しんでいました。 

　遊・湯ふれあい公園で毎年行われるこのイベントは、「夏の十日市」
とも呼ばれ多くの市民に大変親しまれています。今年も10,000人
以上の観客が訪れ、地元、甲州遠光公太鼓の演奏や市内のイベント
ではすっかりおなじみとなった南アルプスよさこい連「響」の勇壮
な演舞に、会場からは大きな声援がおくられていました。 
　また、恒例の花火は、約2,000発が打ち上げられ、祭りのフィナー
レを飾りました。 
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善
意
を
あ
り
が
と
う 

1 1

　
１０
月
１９
日
　
午
後
７
時
〜
９
時 

　
１０
月
２０
日
　
午
後
７
時
〜
９
時 

※
両
説
明
会
場
と
も
子
ど
も
の
一
時
預
か

　
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

1

お
知
ら
せ 

長
寿
の
お
祝
い
を
お
届
け
し
ま
す

　
９
月
１５
日
か
ら
２１
日
は
老
人
週
間
で
す
。

こ
の
期
間
中
に
地
元
の
民
生
委
員
が
、市

内
在
住
の
７７
歳
及
び
８０
歳
以
上
の
方（
９

月
１５
日
現
在
）の
お
宅
に
伺
っ
て
敬
老
祝
金

を
お
届
け
し
ま
す
。 

　
対
象
者
で
、こ
の
期
間
中
に
住
所
変
更

ま
た
は
長
期
間
留
守
に
す
る
方
は
、ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

児
童
手
当（
法
改
正
）の
手
続
き
は

今
月
ま
で
で
す

　
児
童
手
当
制
度
の
支
給
対
象
が
、小
学

校
６
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
、所
得
制
限
も

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
く
支
給
対
象
に

な
っ
た
方
は
、平
成
１８
年
９
月
３０
日
ま
で
に

請
求
手
続
き
を
終
え
る
と
、４
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
手
当
て
を
受
給
で
き
ま
す
。（
９

月
３０
日
は
土
曜
日
の
た
め
９
月
２９
日
ま
で

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。） 

　
１０
月
以
降
の
受
付
は
、翌
月
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
。手
続
き
は
、子
育
て
支
援

課
ま
た
は
、各
支
所
市
民
福
祉
課
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、児
童
館

の
紹
介
の
ほ
か
に
も
、イ
ベ
ン
ト
情
報
、

子
育
て
や
日
頃
の
生
活
に
役
に
立

つ
「
生
活
マ
メ
知
識
」
の
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、ウ
エ
ブ
上
で
の
相
談
室
も

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、友
だ
ち
と

の
こ
と
・
学
校
の
こ
と
・
子
育
て
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、児
童
館
に
勤
務

す
る
指
導
員（
児
童
厚
生
員
）に
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
４
月
か
ら
新
た
に
入
所(

園)

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、市
内
の
公
立

保
育
所
、私
立
保
育
園
の
特
色
あ
る
保
育

等
を
紹
介
す
る
た
め
、次
の
日
程
で
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。 

　
当
日
、入
所
書
類
等
の
配
布
を
行
い
ま

す
の
で
、都
合
の
よ
い
方
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。 

平
成
１９
年
度
　
市
内
保
育
所（
園
）

入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

南
ア
ル
プ
ス
市
児
童
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
１０
月
１
日
を
基
準
日
に
全
国
す
べ
て
の

事
業
所
や
企
業
を
対
象
と
し
た
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
１０
月
２０
日
を
基
準
日
に
指
定
さ
れ

た
調
査
区
か
ら
選
ば
れ
た
世
帯
を
対
象
に

社
会
生
活
基
本
調
査
を
行
い
ま
す
。 

　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
９
月
下
旬

か
ら
、社
会
生
活
基
本
調
査
は
１０
月
上
旬

か
ら
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

社
会
生
活
基
本
調
査
に
協
力
を

　
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
、学
生
な
ど
）、

任
意
加
入
被
保
険
者（
６０
歳
以
降
で
加
入

し
て
い
る
方
）が
納
め
る
国
民
年
金
保
険

料
は
、収
入
に
関
わ
り
な
く
一
定
の
月
額
保

険
料
で
す
が
、将
来
よ
り
高
い
年
金
を
受

け
る
た
め
に
、月
額
４
０
０
円
の
付
加
保

険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る
と
、次
の

式
で
計
算
し
た
額
が
将
来
の
年
金
額
に
加

算
さ
れ
ま
す
。 

　
年
金
を
受
給
す
る
と
き
に
は
、こ
の
金

額
が
毎
年
度
受
給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ご
希
望
の
方
は
、申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

国
民
年
金

付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

 

1

http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/̃kosodate/
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1

1

1

1

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

浄
化
槽
は
正
し
く
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
管
理
者（
使
用
者
）は
浄
化
槽
法

に
よ
り
法
定
検
査
と
保
守
点
検
と
清
掃
を

行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
浄
化
槽
が
適
正
に
設
置
さ
れ
、正
常
に

機
能
し
本
来
の
性
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る

か
、ま
た
保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
で

あ
る
か
を
検
査
す
る
も
の
で
、県
知
事
が
指

定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る（
社
）山
梨
県
浄

化
槽
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
浄
化
槽
管
理
者
は
毎
年
１
回
の
法
定
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

○
ひ
と
り
ひ
と
り
で
は
ム
リ
で
も
、み
ん
な

　
で
力
を
合
わ
せ
追
い
払
う
こ
と
が
大
事

　
で
す
。 

○
サ
ル
が
安
心
し
て
エ
サ
を
食
べ
ら
れ
る

　
環
境
に
し
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。 

○
設
置
し
っ
ぱ
な
し
の
柵
は
、サ
ル
の
学
習

　
を
助
け
る
だ
け
で
す
、柵
は
成
長
さ
せ

　
て
初
め
て
効
果
を
出
し
ま
す
。 

○
ハ
ウ
ス
廃
材
の
鉄
パ
イ
プ
、古
く
な
っ
た

　
シ
イ
タ
ケ
遮
光
資
材
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
も

　
嫌
が
ら
せ
資
材
に
は
う
っ
て
つ
け
の
資

　
材
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
資
材
を
利
用

　
し
簡
易
防
止
柵
を
作
っ
て
み
る
の
も
よ

　
い
と
思
い
ま
す
。 

○
簡
易
防
止
柵
設
置
に
は
、市
の
補
助
金

　
制
度（
限
度
額
１０
万
円
）が
あ
り
ま
す
の

　
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
簡
易
防
止
柵
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
農

　
業
振
興
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

サ
ル
対
策
は

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

的
に
農
業
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
た
め
に

施
設
整
備
、機
械
購
入
な
ど
を
行
う
農
業

者（
法
人
を
除
く
）に
対
し
、無
利
子
で
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。 

　
農
業
経
営
の
近
代
化
を
推
進
し
、意
欲

　
市
内
在
住
で
農
業
に
従
事

　
　
　
　
　
　
し
て
い
る
６５
歳
以
下
の
方 

 

　
認
定
農
業
者
　
最
高
２
０
０
万
円 

　
一
般
農
業
者
　
最
高
１
５
０
万
円 

　
無
利
子 

　
５
年
以
内 

　
元
金
均
等
償
還 

　
所
定
の
借
入
申
請
書
を
農
業

　
　
　
　
　
振
興
課
ま
で 

　
平
成
１８
年
９
月
末
日 

農
業
振
興
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

　
散
布
地
域
の
近
く
に
農
薬
の
影
響
が
出

な
い
よ
う
に
キ
メ
こ
ま
か
な
心
づ
か
い
を

お
願
い
し
ま
す
。
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、風
向
き
時
刻
に
気
を
つ
け
て
散
布

す
る
と
と
も
に
、散
布
前
日
に
は
近
隣
の

方
に
散
布
日
、散
布
時
刻
等
の
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。 

農
薬
の
散
布
時
の
お
願
い

９
月
１０
日
は
下
水
道
の
日

下
水
道
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
浄
化
槽
は
正
し
く
機
能
さ
せ
る
た
め
、

浄
化
槽
管
理
者
は
定
期
的
に
保
守
点
検
を

行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

保
守
点
検
は
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
保

守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
浄
化
槽
法
の
改
正（
平
成
１８
年
２
月
１

　
日
施
行
）に
よ
り
法
定
検
査
を
受
検
し

　
な
い
管
理
者
に
は
罰
則
が
適
用
に
な
り

　
ま
す
。 

　
浄
化
槽
の
中
に
は
汚
泥
や
不
純
物
が
徐
々

に
た
ま
り
、放
流
水
の
悪
化
や
浄
化
槽
の

機
能
不
良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

　
市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し
、

年
１
回
以
上
清
掃
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
お
住
ま
い
の
地
域
が
下
水
道
を
使
用
で

き
る
区
域（
処
理
区
域
）に
な
る
と
、３
年

以
内
に
く
み
取
り
便
所
は
水
洗
便
所
に
、

ま
た
、排
水
設
備
は
遅
滞
な
く
設
置
す
る

よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全

で
親
し
め
る
水
環
境
を
作
る
た
め
、下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、供
用
開
始
か
ら
下
水
道
に
接
続

す
る
工
事
に
対
し
て
、助
成
金
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
、宅
内
配
管

工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
対
象
に
な
る
の
は
供
用
開
始

日
か
ら
３
年
以
内
で
、最
高
助
成
金
額
は

３
万
円
で
す
。
新
築
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。 

　
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
内
に
お
い

て
、く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造

し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事（
大
工
、タ

イ
ル
工
事
は
除
く
）を
行
う
際
に
助
成
し

ま
す
。
２
階
の
ト
イ
レ
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。 

1
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平
成
１８
年
度

山
梨
県
動
物
愛
護
デ
ー
の
開
催

　
平
成
１８
年
９
月
３０
日（
土
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時 

　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨 

　
動
物
愛
護
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表

　
彰
式
、長
寿
犬
飼
育
者
表
彰
式
、犬
の
し

　
つ
け
方
教
室
、動
物
ク
イ
ズ
、動
物
相
談
、

　
犬
猫
の
譲
渡
会
な
ど 

1

献
血
に
ご
協
力
を

　
９
月
２５
日（
月
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

　
　
　
　
午
後
１２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
市
役
所
甲
西
支
所
駐
車
場 

就
学
時
健
康
診
断
実
施
に
つ
い
て

　
平
成
１９
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
を
対
象

に
、就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。次

の
日
程
を
確
認
の
上
、必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、対
象
者
に
は
別
途
通
知
い
た
し

ま
す
が
、通
知
が
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡

願
い
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
・
教
室 

11

1

11

　
１０
月
９
日（
月
・
祝
日
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
開
場
・
２
時
開
演 

　
５
０
０
円（
全
席
自
由
） 

依
田
　
浩 

南
ア
ル
プ
ス
桃
源
交
響
楽
団
演
奏

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

（
居
宅
介
護
予
防
支
援
専
門
員
）

　
介
護
保
険
の
介
護
認
定
審
査
会
に
お
い

て
、要
支
援
１
、２
の
認
定
を
受
け
た
方
に

対
し
、介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

※
両
講
座
と
も
会
場
は
、南
ア
ル
プ
ス
市

　
働
く
婦
人
の
家
で
行
い
ま
す
。 

　
９
月
４
日（
月
）〜 

　
　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

市
臨
時
職
員（
保
育
士
）

　
各
保
育
所
に
勤
務
で
き
る
常
勤
及
び
パ

ー
ト
の
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。 

※
募
集
要
項
及
び
申
込
書
は
人
事
課
で
配

　
布
し
ま
す
。 

平
成
１８
年
度
　
南
ア
ル
プ
ス
市

働
く
婦
人
の
家
講
座

　
芦
安
名
人
に
よ
る
そ
ば
打
ち
指
導
と
試

食
を
行
い
ま
す
。 

　
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。 

　
１０
月
７
日（
土
） 

　
第
１
回 

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

　
　
　
　
第
２
回 

午
後
１
時
〜
２
時
３０
分 

　
各
回
１６ 
名 

　
１
６
０
０
円 

募
　
集 

　
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
ま
た

　
　
　
　
　
は
保
健
師
の
資
格
が
あ
る
方 

　
９
月
５
日（
火
）〜 

　
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者 

　
若
干
名 

　
９
月
１５
日（
金
）ま
で 

　
９
月
２１
日（
木
） 

11

※
申
込
用
紙
は
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　
ほ
か
市
下
水
道
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

八
　
田 

芦
　
安 

白
　
根 

１０
月
６
日 

午
後
１
時 

１１
月
７
日 

午
後
１
時 

若
　
草 

桃
源
文
化
会
館 

桃
源
文
化
会
館 

桃
源
文
化
会
館 

１０
月
１２
日 

午
後
１
時 

櫛
　
形 

１１
月
６
日 

午
後
１
時 

若
　
草 

櫛
形
総
合
体
育
館 

桃
源
文
化
会
館 

１０
月
１８
日 

午
後
１
時 
 

　
１０
月
１７
日（
火
）・
２４
日（
火
） 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時
３０
分 

　
２０
名 

　
２
１
０
０
円 

　
９
月
１５
日
〜
１０
月
１０
日 

　（
財
）山
梨
県
下
水
道
公
社 

　
　
11
月
１
日（
水
） 

　
　
11
月
１２
日（
日
） 

　
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
店
に
は
、「
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
者
の
専

属
が
必
要
で
す
。こ
の
試
験
は
、責
任
技
術

者
と
し
て
の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。 

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験
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甲
種
防
火
管
理（
再
講
習
）

　
今
年
度
か
ら
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入

り
す
る
建
物（
特
定
防
火
対
象
物
）の
う
ち
、

収
容
人
員
が
３
０
０
人
以
上
の
建
物
の
防

火
管
理
者
に
対
し
、５
年
以
内
ご
と
の
再

講
習
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

　
１０
月
２８
日
　
都
留
文
科
大
学 

　
１０
月
２９
日
　
山
梨
学
院
大
学 

　
９
月
２５
日
〜
２９
日 

　
県
民
会
館
２
階 

※
市
消
防
本
部
で
受
付
代
行
し
ま
す
。 

第
５
回
　
語
り
部
と
歩
く

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

　
滑
走
路
跡
や
掩
体
壕
跡
な
ど
を
歩
き
な

が
ら
見
学
し
ま
す
。 

親
子
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　
長
野
県
方
面 

　
８０
名（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
） 

　
一
人
５
０
０
円（
保
険
料
等
） 

　
９
月
７
日（
木
）〜 

　
親
子
で
参
加
で
き
る
方 

　
１０
月
１４
日（
土
） 

　
午
前
７
時 

　
白
根
・
若
草
・
甲
西
支
所
、 

　
　
　
　
　
櫛
形
総
合
体
育
館 

　
１０
月
２
日（
月
） 

　
第
１
回
　
午
前
１０
時
〜
１２
時 

　
第
２
回
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所 

　
　
　
　
仮
庁
舎
３
０
１
号
法
廷 

　
各
３０
名 

　
１０
月
１３
日（
金
） 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
１２
時

　
市
消
防
本
部

　
５０
名 

　
９
月
１３
日
〜
１５
日 

○
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
・
９
月
２９
日
） 

○
防
衛
医
科
大
学
校
学
生 

（
９
月
２９
日
） 

○
航
空
学
生
　
　
　
　
　（
９
月
８
日
） 

○
看
護
学
生
　
　
　
　
　（
９
月
２９
日
） 

○
一
般
曹
候
補
学
生
　
　（
９
月
８
日
） 

○
曹
候
補
士
　
　
　
　
　（
９
月
８
日
） 

○
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
・
随
時
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
女
子
９
月
８
日
） 

「
法
の
日
」
週
間
行
事

ビ
デ
オ
上
映
と
裁
判
員
制
度
説
明
会

　
１１
月
９
日（
木
） 

　
甲
斐
芙
蓉
Ｃ
Ｃ 

　
市
内
在
住
者 

　
新
ぺ
リ
ア
方
式 

　
３
０
０
０
円（
プ
レ
ー
費
別
途
） 

　
１０
月
１０
日（
火
） 

第
４
回
　
南
ア
ル
プ
ス
市

親
善
ゴ
ル
フ
大
会

1

1

1

1
1
5

　
高
校
卒
業（
見
込
み
）者
を
対
象
に
次
の

種
目
の
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
。 

　
※（
　
）は
、受
付
最
終
日
で
す
。 

自
衛
官
募
集

1

　
９
月
９
日（
土
） 

　
午
前
８
時
集
合 

　
　
　
　（
午
前
中
に
終
了
予
定
） 

　
１
０
０
円（
保
険
料
） 

　
Ｊ
Ａ
こ
ま
野 

　
　
　
　
　
飯
野
支
所
駐
車
場 

第
２
回
　
危
険
物
取
扱
者
試
験

相
　
談 

　
９
月
８
日（
金
）、２２
日（
金
） 

　
午
後
１
時
〜
４
時 

　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

　
９
月
１５
日（
金
） 

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

　
若
草
支
所 

※
予
約
は
９
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

※
相
談
が
受
け
ら
れ
る
回
数
は
、１
人
に

　
つ
き
年
１
回
で
す
。 

行
政
相
談

　
９
月
１
日（
金
）、１５
日（
金
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

　
１
日
　
白
根
支
所
・
本
庁 

　
　
　
　
１５
日
　
芦
安
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

巡
回
無
料
法
律
相
談
（
先
着
３０
名
）

　
９
月
１２
日（
火
） 

　
午
前
１０
時
〜
１２
時 

　
市
役
所
本
庁
舎 

　
理
学
療
法
士 

1

　
高
齢
者
等
の
家
庭
で
の
リ
ハ
ビ
リ
指
導

や
安
心
自
立
を
促
す
住
宅
改
修
相
談
を
行

い
ま
す
。 

住
宅
改
修
相
談
・
リ
ハ
ビ
リ
相
談

（
要
予
約
）

1

※
在
宅
介
護
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 
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「
南
ア
ル
プ
ス
市
民
大
学
」 

15

　
と
、一
人
で
の
着
付
け
が
で
き
る
ま
で
の

　
講
座
で
す
。

　
９
月
１２
日
〜
１２
月
５
日
ま
で
の

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日（
全
１２
回
） 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

　
一
般
２０
名 

　
１
回
６
０
０
円 

　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
） 

　
八
田
高
度
農
業
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
９
月
１
日
〜
６
日 

①
着
物
着
付
け
教
室 

着
付
け
の
専
門
知
識
の
習
得

②
韓
国
語
講
座 韓

国
語
を
基
礎
編
か
ら
初
級

　（
日
常
会
話
）ま
で
丁
寧
に
指
導
い
た
し

　
ま
す
。　

９
月
１５
日
〜
１１
月
２４
日
ま
で
の

　
　
　
　
毎
週
金
曜
日（
全
１０
回
） 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

　
一
般
２０
名 

　
１
回
６
０
０
円 

　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
） 

　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
９
月
１
日
〜
８
日 

　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

　
一
般
２０
名 

　
１
回
６
０
０
円 

　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
） 

　
甲
西
農
業
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
９
月
１
日
〜
８
日 

　
９
月
１９
日
〜
２
月
２７
日
ま
で
の

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日（
全
２０
回
） 

③
中
国
語
講
座 中

国
語
の
基
礎
か
ら
会
話
ま

　
で
、細
か
く
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。

　
日
常
会
話
や
文
書
も
書
け
る
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。

④
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室 

手
作
り
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

　
ジ
メ
ン
ト
を
お
部
屋
に
飾
り
ま
し
ょ
う
。

　
花
の
性
質
や
花
使
い
を
習
得
し
、楽
し

　
い
作
品
が
出
来
ま
す
。

　
９
月
１６
日
・
１０
月
１４
日
・
１０
月
２８

　
日
・
１１
月
１１
日
・
１１
月
２５
日
・
１２
月
９
日
・

　
１
月
１３
日
・
１
月
２７
日
・
２
月
１０
日
・
２

　
月
２４
日（
全
１０
回
・
土
曜
日
） 

　
午
後
２
時
〜
４
時 

　
一
般
２０
名 

　
１
回
６
０
０
円 

　
　
　
　
材
料
費
毎
回
１
５
０
０
円
以
内 

　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
９
月
１
日
〜
８
日 

　
生
涯
学
習
課
で
は
、特
技
や
技
能
を
持

っ
た
人
を
講
師
に
迎
え
、「
南
ア
ル
プ
ス
市

民
大
学
」
と
し
て
、講
座
を
開
催
い
た
し

ま
す
。 

○
費
用
は
１
講
座
１
回
６
０
０
円 

　（
運
営
費
） 

○
生
徒
数
１０
名
〜
２０
名
ま
で 

※
１０
名
に
満
た
な
い
場
合
は
原
則
と

　
し
て
中
止
し
ま
す 

○
テ
キ
ス
ト
代
、材
料
費
は
別
途 

○
授
業
時
間
約
１
時
間
３０
分 

　
９
月
１２
日（
火
） 

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時 

　
昭
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｊ
Ｏ
Ｙ 

1
　
９
月
１３
日（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

　
商
工
会
北
部
セ
ン
タ
ー 

融
資
の
相
談
・
審
査

国
民
生
活
金
融
公
庫
定
例
相
談
会

1

　
１０
月
３
日（
火
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館 

　
交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係
・
土

　
地
、建
物
賃
貸
借
関
係
・
賃
金
、売
買
代

　
金
、手
形
関
係
・
相
続
財
産
、夫
婦
家
庭

　
内
の
紛
争
・
サ
ラ
金
の
返
済
関
係
等 

無
料
調
停
相
談
会1

1

　
９
月
５
日（
火
） 

　
　
　
　
１０
月
３
日（
火
） 

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

　
９
月
９
日（
土
）、２０
日（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
９
日
　
働
く
婦
人
の
家 

　
　
　
　
２０
日
　
商
工
会
南
部
セ
ン
タ
ー 

年
金
・
賃
金
・
労
災
な
ど
の

無
料
相
談

社
会
保
険
相
談

1

　
国
・
県
・
市
へ
の
苦
情
・
意
見
・
要
望
や
相

続
、契
約
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

行
政
相
談
所
の
開
設

「交通死亡事故多発非常事態宣言」（12月31日まで）が南アルプス市内全域に発令されました。 夢のたね 18



入札日 場　所  請　負　者  請負金額（円）工　事　名

7月  6日 

7月  6日 

7月  6日 

7月  6日 

7月  6日 

7月  6日 

7月  6日 

7月  6日 

7月  6日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月12日 

7月13日 

7月13日 

7月13日 

7月18日 

7月18日 

7月18日 

7月18日 

7月18日 

7月18日 

7月18日 

7月25日 

7月25日 

7月25日 

7月25日 

7月27日 

櫛形西小学校２階教室床改修工事 

櫛形北小学校放送設備改修工事 

沓沢河原芝平線落石防止柵測量設計業務委託 

市道櫛形６号線道路維持工事 

市道大曽利５号線道路維持工事 

市立白根源小学校屋内運動場増改築工事（西側進入口設置工事） 

市内河川・地下水水質調査委託 

市内事業所排水水質調査 

児童生徒用机・椅子（白根飯野小学校・白根御勅使中学校） 

公共下水道管渠布設工事（桃園６工区) 

大和川橋歩道橋予備設計業務委託 

公共下水道管渠布設工事（上今諏訪３工区） 

公共下水道管渠布設工事(在家塚1工区） 

公共下水道管渠布設工事（上高砂１工区） 

公共下水道管渠布設工事（上高砂２工区） 

公共下水道管渠布設工事（藤田２工区） 

公共下水道管渠布設工事（藤田１工区） 

公共下水道管渠布設工事（寺部１工区） 

食器消毒保管機（市内小学校） 

消防団小型ポンプ付軽四輪積載車 

消防ホース（消防団ポンプ車、積載車、小型ポンプ車） 

南アルプス市議会だより「第１3号」印刷業務 

遊・湯ふれあい公園園路設置工事 

市道山寺６０号線他道路植栽管理業務委託 

公共下水道管渠布設工事（桃園１工区） 

寺部地区耐震性貯水槽設置工事（１００ｔ） 

鏡中條地区耐震性貯水槽設置工事（６０ｔ） 

十五所地区耐震性貯水槽設置工事（６０ｔ） 

飯野地区耐震性貯水槽設置工事（６０ｔ） 

在家塚地区耐震性貯水槽設置工事（６０ｔ） 

市立百田小学校太陽光発電設備工事 

桃園２６号線雨水管渠布設工事 

市立白根源小学校屋内運動場増改築工事（建築主体工事） 

市立白根源小学校屋内運動場増改築工事（電気設備工事） 

市立白根源小学校屋内運動場増改築工事（機械設備工事） 

上高砂地区舗装本復旧面積調査業務 

上市之瀬地内 

桃園地内 

芦安芦倉地内 

曲輪田地内 

芦安芦倉地内 

有野地内 

市内 

市内 

白根飯野小学校・ 

白根御勅使中学校 

桃園地内 

桃園・上宮地地内 

上今諏訪地内 

在家塚地内 

上高砂地内 

上高砂地内 

藤田地内 

藤田地内 

寺部地内 

市内小学校 

消防本部　　　　 

消防本部　　　　 

議会事務局 

鏡中条地内 

山寺・桃園地内 

桃園地内 

寺部地内 

鏡中條地内 

十五所地内 

飯野地内 

在家塚地内 

百々地内 

桃園地内 

有野地内 

有野地内 

有野地内 

上高砂地内 

（株）野中工務店 

山梨ナショナルシステム（株） 

（株）秀建コンサルタント 

金丸建設（有） 

（有）新生工業 

（有）丸利森本建設 

（株）山梨県環境科学検査センター 

甲府タカヤマ環境計量（株） 

アルプス事務機（有） 

（株）川崎建設 

（株）コーセツコンサルタント 

清水建材土木（株） 

皐月組土木（株） 

（株）荒井建材 

山本建設（株） 

（有）若草建設 

山鉄興業（株） 

（有）広進土木 

清水食器（株） 

三和防災（株） 

三和防災（株） 

（有）新星堂印刷 

（有）嶋田工務店 

（有）春日園 

（株）深沢建設 

（有）広進土木 

（株）内田建設 

（有）野呂瀬建設 

荒井建設（株） 

中込興業（株） 

五光電工（株） 

（株）深沢建設 

藤島建設（株） 

（有）小林電気商会 

（有）塩谷工業 

（株）八田測量 

2,890,650  

3,360,000  

1,417,500  

3,360,000  

1,029,000  

3,864,000  

2,835,000  

1,869,000  

2,391,900  

27,300,000  

6,615,000  

28,245,000  

38,640,000  

20,107,500  

15,540,000  

17,535,000  

21,000,000  

14,910,000  

6,163,500  

7,245,000  

2,211,615  

831,600  

3,013,500  

813,750  

56,070,000  

9,187,500  

6,615,000  

7,560,000  

8,347,500  

7,560,000  

15,944,250  

66,990,000  

184,170,000  

22,713,075  

11,550,000  

588,000 

お問合せ　管財契約課　1（282）6092

入札結果 
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昔
、御
勅
使
川
の
源
に
は
、夜
叉
神
と
い
う
悪

い
神
が
住
ん
で
い
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
夜
叉
神
と
い
う
神
は
、体
が
と
て

も
大
き
く
、そ
の
く
せ
身
軽
で
、山
で
も
、谷
で

も
自
由
に
と
び
歩
き
、暴
れ
回
り
、村
人
を
苦

し
め
、村
人
か
ら
は「
夜
叉
神
の
た
た
り
」と
恐

れ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。 

　
あ
る
年
の
こ
と
で
す
。も
の
す
ご
い
大
雨
が

三
日
も
降
り
続
き
、三
日
目
の
夜
に
は
ど
っ
し
り

と
立
っ
て
い
た
芦
倉
山
が
半
分
近
く
崩
れ
落
ち
、

川
の
流
れ
を
ぴ
っ
た
り
と
止
め
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。こ
の
よ
う
す
を
見
て
い
た
夜
叉
神
は
、ま
す

ま
す
狂
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
、稲
妻
を
飛
ば
し
、

雷
を
な
ら
し
、大
雨
を
降
ら
せ
た
の
で
、村
の
谷

は
、一
夜
の
う
ち
に
、一
面
、湖
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。な
お
も
降
り
続
く
雨
に
、そ
の
水

面
は
じ
わ
じ
わ
上
が
り
、今
に
も
あ
ふ
れ
出
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
な
る
と
、水
の
流
れ

を
せ
き
止
め
て
い
る
柔
ら
か
い
地
盤
は
、み
る
み

る
崩
れ
始
め
て
、ま
も
な
く
、津
波
の
よ
う
な
大

水
と
な
っ
て
、ど
っ
と
流
れ
始
め
ま
し
た
。 

　
荒
れ
狂
う
濁
流
は
、山
を
削
り
、大
木
を
根

こ
そ
ぎ
に
し
、岩
を
転
が
し
、も
の
す
ご
い
音
で

谷
を
揺
る
が
し
な
が
ら
、流
れ
下
っ
て
い
き
ま
し

た
。 

　
こ
う
し
て
、た
ち
ま
ち
、谷
か
ら
里
へ
と
ほ
と

ば
し
り
出
た
濁
流
は
、釜
無
川
の
土
手
を
突
き

崩
し
、甲
府
盆
地
へ
広
が
り
、や
が
て
、笛
吹
川

を
も
飲
み
込
ん
で
、遠
く
一
宮
の
あ
た
り
ま
で
寄

せ
て
い
っ
た
の
で
す
。こ
の
た
め
、今
度
は
、甲
府

盆
地
が
一
面
の
湖
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。こ
の
水
の
流
れ
に
追
わ
れ
た
人
々
の
、あ
ち

こ
ち
の
高
台
で
深
く
嘆
く
そ
の
声
は
、天
地
を

お
お
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
時
の
甲
斐
の
国
の
国
司（
知
事
）は
、そ
の
む

ご
た
ら
し
い
よ
う
す
や
、人
々
の
苦
し
み
を
見
て
、

助
け
を
朝
廷
に
求
め
た
の
で
、時
の
天
皇
は
と

て
も
心
配
し
て
、勅
使（
天
皇
の
お
使
い
）を
何

回
か
出
し
て
、そ
の
よ
う
す
を
調
べ
る
と
と
も
に
、

水
が
は
や
く
引
き
、二
度
と
こ
ん
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、水
難
の
防
除
を
神
に
祈
ら
れ
た
の
で

す
。こ
れ
は
、今
な
お
行
わ
れ
て
い
る
、一
宮
の
浅

間
神
社
の
御
神
幸
祭
の
起
こ
り
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

          

              

　
一
方
、村
人
も
、「
夜
叉
神
の
た
た
り
」を
恐
れ
、

夜
叉
神
を
慰
め
る
た
め
に
、こ
の
御
勅
使
川
を

見
下
ろ
せ
る
峠
、今
の
夜
叉
神
峠
に
、石
の
祠
を

建
て
、手
厚
く
ま
つ
り
、み
ん
な
で
お
祈
り
を
し

た
の
で
す
。こ
う
し
た
村
人
の
心
が
通
じ
た
せ
い

か
、そ
の
後
は
、「
夜
叉
神
の
た
た
り
」も
少
な
く

な
り
、だ
ん
だ
ん
平
和
な
村
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、今
で
は
、か
え
っ
て
、「
夜
叉
神
」は
、山

を
守
る
平
和
な
神
と
し
て
、人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、湖
が
崩
れ
落
ち
た
落
ち
口
は
、

「
瀬
戸
の
滝
」と
呼
ば
れ
、か
な
り
高
く
、滝
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、今
で
は
き
れ
い
な
冷

た
い
水
を
、静
か
に
落
と
し
続
け
て
い
ま
す
。 

　「
御
勅
使
川
」の
名
前
の
由
来
は
、こ
の
伝
説

で
語
ら
れ
る
洪
水
の
ほ
か
二
回
の
大
洪
水
が
平

安
時
代
の
天
長
年
間
に
起
こ
り
、三
度
天
皇
の

勅
使
が
下
向
し
た
た
め「
御
勅
使
川
」あ
る
い

は「
三
勅
使
川
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。ま
た
江
戸
時
代
の
文
献

に
は
水
出
川
の
意
味
で「
み
て
い
川
」と
書
か
れ

て
い
ま
す
。 

　
ど
の
説
に
し
て
も
名
前
の
由
来
は
洪
水
と
結

び
付
け
ら
れ
、御
勅
使
川
が
古
く
か
ら
洪
水
を

繰
り
返
す
川
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

祖
先
の
人
々
が
暴
れ
川
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た

が
ゆ
え
に
治
水
技
術
が
発
達
し
、大
正
時
代
に

は
日
本
で
初
め
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
芦
安
堰

堤
が
造
ら
れ
る
な
ど
先
端
技
術
が
導
入
さ
れ
、

現
在
御
勅
使
川
の
洪
水
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。し
か
し「
夜
叉
神
の
た
た
り
」は
、御

勅
使
川
の
か
つ
て
の
記
憶
と
と
も
に
現
在
の
水

害
へ
の
備
え
を
私
達
に
語
り
か
け
て
い
る
よ
う

で
す
。 

 

瀬戸の滝 

夜叉神の祠 

芦安堰堤 
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E N J O Y

L I F E !

今
は 

こ
れ
に 

　 

燃
え
て
い
ま
す 

　
８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
、全
国
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
南
ア
ル
プ
ス

市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
結
果
は
１
位
グ
ル
ー
プ

の
準
優
勝
で
、残
念
な
が
ら
優
勝
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
や
親
に
と
り
、夏

休
み
の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

　
き
っ
か
け
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、妻
の
姉
妹

が
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
は
じ
め
、そ
の
後
私
た
ち
も

加
わ
り
、週
２
度
の
練
習
を
行
い
、市
内
外
の

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
年

に
一
度
の
こ
の
大
会
へ
出
場
す
る
の
を
楽
し
み

に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
家
族
が
一

緒
に
練
習
が
で
き
、試
合
へ
参
加
で
き
る
と
い

う
の
は
、他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
ま
り
聞
か
な
い

し
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
経
験
が
な
く
て
も
で
き
る

と
い
う
の
が
い
い
で
す
ね
。 

　
今
回
出
場
し
た
６
年
生
の
小
倉
君
は
、初
め

て
で
し
た
が
、サ
ー
ブ
や
ブ
ロ
ッ
ク
が
決
ま
っ
た

と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
し
、

同
じ
く
６
年
生
の
姪
は
、中
学
校
に
行
っ
た
ら
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
み
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
、年
齢
を
重
ね
て
も
少
な
い

人
数
で
も
で
き
ま
す
。
南
ア
ル
プ
ス
市
は
、ソ
フ

ト
バ
レ
ー
発
祥
の
地
で
す
か
ら
、こ
れ
か
ら
さ
ら

に
競
技
人
口
は
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
楽

し
い
中
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
好
き
に
な
っ
て
く

れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
も
私
に
と
っ
て

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。 

 

フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ  

代
表 

橋
本
浩
明 

21 夢のたね



M i n am i - A l p s C i t y

 ずっと初等基礎教育
にこだわってきた五味
太郎さんが、「算数って
おもしろいよ！」と子ど
もに伝えたくて描きま
した。算数ギライ必読、
算数ズキ、さらに必読！
親子で読めば、会話が
はずむ絵本です。 

　死なないだけでは済まさ
れない！お金、住居、健康状態。
本当に大変なのは、生き残っ
てから・・・。地震などの災害
に遭った3日後からを想定した、
被災後の生活を立て直すた
めの超実践的ガイドブック。 

櫛形図書館 
1（280）3300 
　 4.11.19.25.29日 
白根桃源図書館 
1（284）6010 
　 4.11.29日 
　18～25日（特別整理期間） 

わかくさ図書館 
1（283）1501 
　 4.11.18.25.29日 

八田ふれあい図書館 
1（285）5010 
　 4.11.18.25.29日 

甲西図書館 
1（282）7291 
　 4.11.18.25.29日 

I N FORMAT I ON
L i b r a r y

M i n am i - A l p s C i t y

I N FORMAT I ON
Mu s e um

　南アルプス市に在住する芸術愛好家に
よる作品展で、油彩・水彩・日本画・墨彩画・
版画等23人の会員による作品約80点を展
示します。 

1

開催期間　9月2日（土）～9月24日（日） 
開館時間　午前9時30分～午後5時 
　　　　   （入館は午後4時30分まで） 
　　　　　2日（土）は午前１１時から 
　　　　　24日（日）は午後4時まで 
入 館 料　無料 
共　　催　南アルプス美術協会 

おはなし会 

おはなし会0.1.2

押し花でカード・しおりを 
作りませんか？ ※要申込 

工作教室「体操たまごちゃん」 
定員20名 

14:00 
10:30 
10:30 
10:30 
14:00

10:30 
10:30 
10:30 
10:30 
10:30

16日（土） 八 

9日（土） 白 

9日（土） わ 

9日（土）、毎週木曜日 甲 

毎週土曜日 櫛 

15日（金） 白 

5日（火） 櫛 

13：3030日（土） 甲 

14日（木） 甲 

12日（火） 八 

子ども映画会 
「ハリーポッターと炎のゴブレット」 
※9月2日から整理券配布。 
市内在住者対象 

9：30 

13：30
9日（土） 櫛 

20日（水） わ 

14：3016日（土） 八 

休 

休 

休 

休 

休 

北村 清巳「音のイメージ」 
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最
近
「
病
気
が
流
行
し
て
い
な
い
の
で
、子
ど
も
の
予
防
接

種
は
受
け
な
く
て
い
い
か
」
と
い
う
問
い
合
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

し
か
し
、地
域
の
中
で
広
く
流
行
し
た
り
、重
い
障
害
を
残
す
こ

と
が
あ
る
病
気
が
、予
防
接
種（
ポ
リ
オ
、ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ

き
・
破
傷
風
、麻
し
ん
・
風
し
ん
、日
本
脳
炎
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
）と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
が
、予
防
接
種
を
し
て
免
疫
力
を
つ
け

て
き
た
か
ら
こ
そ
、病
気
の
流
行
が
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、地
域
に
流
行
し
な
い

よ
う
、予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

9月 
schedule

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
冬
に
流
行
す
る
病
気
で
、抵
抗
力
が
弱
い

高
齢
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
怖
い
病
気
で
す
。 

　
市
で
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
１
０
０
０
円
の
自
己
負
担
で
受
け
ら
れ
る
制
度
を

設
け
て
お
り
ま
す
。 

　
対
象
と
な
る
方
に
は
、9
月
中
に
必
要
な
書
類
を
郵
送
い
た

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、60
〜
64
歳
で
、心
臓
、じ
ん
臓
、呼
吸
器
の
機
能
又
は

免
疫
系
に
特
別
な
病
気
が
あ
り
、日
常
生
活
行
動
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
）程
度
の
障
害
を
持
つ
方

に
も
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
１８
年
１０
月
１
日
か
ら 

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
１
月
３１
日
ま
で 

　
個
別
接
種（
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
で
接
種
） 

　
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て 

1

情報コーナー 

　厚生労働省のホームページに「女性労働者の母性健康管理
のために」「働きながらお母さんになるあなたへ」と題した情報
が掲載されています。 
　また、母性健康管理や育児休業制度に関する相談先は「労働
局雇用均等室」（1055-225-2859）ですので、ご活用ください。 

　
健
康
増
進
課
　
1（
２
８
４
）６
０
０
０ 
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第
２５
節 

人口／72,791人（+41）　男／35,875人（+4）　女／36,916人（+37）　世帯／23,978戸（+30） 
平成18年8月1日現在（対前月比） 

10
月
１
日（
日
） 

午
後
１
時
　
開
門 

午
後
３
時
　
キ
ッ
ク
オ
フ 

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場 

開
催
日 

時

間

 
 

場

所

 

申
込
期
間
　
９
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
） 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ    

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

平
成
18
年
10
月
１
日（
日
） 

午
後
２
時
30
分
〜 

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

あ
や
め
ホ
ー
ル 

「
石
原
家
の
家
族
愛
＆
自
然
へ
の
想
い
」 

石
原 

良
純 

氏（
俳
優
、気
象
予
報
士
） 

無
料 

日
　
時 

 

会
　
場 

 

演
　
題 

講
　
師 

入
場
料 

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。 

【
入
場
整
理
券
取
り
扱
い
場
所
】 

○
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

○
八
田
ふ
れ
あ
い
図
書
館 

○
白
根
は
ー
と
ふ
る
セ
ン
タ
ー 

○
芦
安
支
所 

○
わ
か
く
さ
図
書
館 

○
櫛
形
図
書
館 

1 5 1

1

誰
で
も
知
っ
て
る
ラ
ジ
オ
体
操
。

と
思
っ
た
ら
、最
近
の
学
校
で
は
、

行
わ
な
い
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。 

（
写
真
は
東
南
湖
区
） 

この印刷物は色覚障害の方に配慮し制作しています。 

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
甲
府 

南
ア
ル
プ
ス
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー 
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府 

南
ア
ル
プ
ス
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー 

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
の
募
集

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
の
募
集 

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
の
募
集 

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
甲
府 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
×
ガ
ン
バ
大
阪
大
阪 

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府 

　
　
　
　
　
×
ガ
ン
バ
大
阪 

南
ア
ル
プ
ス
市
は
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を

応
援
し
て
い
ま
す
。 

　
憧
れ
の
選
手
と
手
を
つ
な
い
で
ピ
ッ
チ
に

入
場
す
る
年
長
児
を
募
集
し
ま
す
。 

申
込
・
お
問
合
せ
　
社
会
体
育
課 

1（
２
８
２
）７
７
７
９ 

お
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
担
当 

1（
２
８
２
）７
７
７
８ 
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